


消防協力者表彰
　
平
成
三
十
一
年
二
月
、
中
城
村
内
の
住
宅
火
災
に

お
い
て
迅
速
な
初
期
消
火
を
行
い
、
火
災
延
焼
を
最

小
限
に
食
い
止
め
た
三
名
を
本
消
防
本
部
よ
り
表
彰

い
た
し
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
中
城
村
在
住
の
新
垣

喜
秀
さ
ん
、
呉
屋
碧
海
さ
ん
、
呉
屋
真
規
子
さ
ん
で
、

三
名
は
消
火
器
や
水
道
水
を
使
用
し
延
焼
拡
大
を
防

ぎ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
の
呉
屋
真
規
子
さ
ん
は
「
そ
の
場
に
い

た
人
全
員
で
力
を
合
わ
せ
た
か
ら
初
期
消
火
で
き
た
。

自
分
一
人
だ
け
で
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
。」
と
語
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
住
宅
火
災
で
は
、
火
災
時
は
住
宅
に
誰
も

い
な
い
状
態
で
、
初
期
消
火
が
な
け
れ
ば
、
延
焼
拡

大
の
可
能
性
が
あ
り
、
被
表
彰
者
の
三
名
の
勇
気
あ

る
行
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
三
十
一
年
四
月
、
北
中
城
村
内
の

住
宅
火
災
に
お
い
て
、
火
災
に
気
づ
い
た

近
所
に
住
む
田
中
信
吉
さ
ん
が
、
一
人
で

避
難
誘
導
、
初
期
消
火
、
通
報
を
行
い
、

人
的
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
本
消
防
本
部
よ

り
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
火
災
発
生
に
気
づ
い
た
田
中
さ

ん
は
、
火
災
発
生
住
宅
の
住
人
に
知
ら
せ

屋
外
に
避
難
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

が
屋
内
に
進
入
、
初
期
消
火
を
実
施
、
そ

の
後
、
一
一
九
番
通
報
を
行
い
ま
し
た
。　

田
中
さ
ん
の
と
っ
さ
の
判
断
と
勇
気
あ
る

行
動
で
人
的
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
六
月
、
北
中
城
村
内
の
商
業
施
設
内
で
倒
れ
た
五
十

代
の
男
性
の
近
く
に
居
合
わ
せ
た
、
嶺
井
陽
さ
ん
と
浜
里
ま
ゆ
み

さ
ん
が
胸
骨
圧
迫
な
ど
の
適
切
な
処
置
を
行
い
、
人
命
救
助
し
本

消
防
本
部
よ
り
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。
倒
れ
た
男
性
に
つ
い
て
は

社
会
復
帰
し
て
お
り
ま
す
。

　
嶺
井
陽
さ
ん
は
「
子
ど
も
と
一
緒
に
居
合
わ
せ
、
近
く
に
い
た

方
が
子
ど
も
を
見
て
く
れ
て
処
置
が
で
き
た
、
倒
れ
た
男
性
か
ら

連
絡
が
あ
り
、
問
題
な
く
生
活
で
き
て
い
る
と
聞
い
て
う
れ
し
か
っ

た
。」
と
語
り
ま
し
た
。
浜
里
ま
ゆ
み
さ
ん
は
「
倒
れ
て
い
る
方

が
い
て
体
が
勝
手
に
動
い
て
い
た
、
嶺
井
さ
ん
の
適
切
な
処
置
の

お
か
げ
」
と
語
り
ま
し
た
。
お
二
人
の
行
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

浜
里
さ
ん
は
ち
ゅ
う
ざ
ん
病
院
の
看
護
師
と
し
て
、
嶺
井
さ
ん
は
、

琉
大
病
院
の
理
学
療
法
士
と
し
て
働
い
て
お
り
、
同
病
院
で
救
急

部
長
、
心
肺
蘇
生
法
指
導
者
の
久
木
田
一
郎
医
師
も
出
席
し
た
。

前列左2人目から呉屋真規子さん、呉屋碧海さん、新垣喜秀さん

左から新垣邦男副管理者（北中城村長）、田中信吉さん、城間昌彦消防長

左2人目から、浜里まゆみさん、嶺井陽さん、久木田一郎医師

　
　
住
宅
火
災
、

　
　
　
初
期
消
火
に
貢
献

　
通
報
、
避
難
誘
導
、

　
　
初
期
消
火
を
実
施

　
　
　
救
命
リ
レ
ー
で
心
肺

　
　
　
　
停
止
者
を
社
会
復
帰
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新職員紹介

新団員紹介

 

平
成
三
十
一
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業(

消
防
団
育
成
助
成
事
業)

の

助
成
を
受
け
、
消
防
団
装
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。
消
防
団
の
機
能
強
化
を
図

る
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の

事
業
で
す
。

　
平
成
三
十
一
年
一
月
、
中
城
村
内
の
火
災

で
消
火
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た
株
式
会
社

川
橋
建
設
へ
本
消
防
本
部
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
火
災
は
、
多
く
の
木
材
な
ど
が
堆
積
し
て

お
り
、
消
火
活
動
が
難
航
す
る
中
、
消
防
の

協
力
を
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
機
を
使
用
し
、
堆
積
物
を
移
動
し
な
が
ら

の
消
火
活
動
を
長
時
間
行
っ
た
事
例
で
す
。

　
協
力
が
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
長
時
間
の
活

動
が
予
想
さ
れ
、
延
焼
拡
大
も
防
い
だ
、
株

式
会
社
川
橋
建
設
へ
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　今年度拝命されました謝名堂毅彦と申します。現在、消防学
校にて、消防に必要な技術、知識を習得するために日々の訓練
に励んでおります。また救急救命士の資格を活かし、住民の皆
様の安心安全を守って参りたいと思います。信頼される消防士に
なれるよう日々、精進して参りますのでよろしくお願いします。

　今年度拝命されました根路銘航平と申します。私は救急救命
士の資格を取得し、現在消防学校にて日々の訓練や勉学にて体
力と気力の錬成、知識と技術の習得に励んでいます。学校終了後、
中城村、北中城村の皆様の生命、身体及び財産を守れるよう日々
精進して参ります。よろしくお願いします。

　今年4月から拝命されました石原昌治と申します。私は小学
生の頃に北上原の土砂災害での活動を見て消防士を目指すよう
になりました。消防学校で知識、技術、体力を身につけ、私を
育ててくれた地元にしっかり貢献していけるよう頑張りますので
宜しくお願いします。

　今年３月から入団しました、新城明彦と申します。日々、
地域防災の要としての意識を高めると共に、両村の防災
や減災、地域の行事や活動に貢献できるよう努めて参り
ます。宜しくお願いします。

　私は今年度拝命されました玉城大地と申します。私は幼少期か
ら育った中城村、北中城村に消防士という職をとおして、地元貢
献したいと思い中城北中城消防の消防士になりました。皆さんの
お力に１日でも早くなれるよう日々精進してまいりますので今後
ともよろしくお願いいたします。

金
城
綾
乃
団
員（
北
中
城
村
内
勤
務
）

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
退
団

≪プロフィール≫
平成８年生

ＳＯＬＡ沖縄学園卒
 平成31年４月採用（救命士）
沖縄県消防学校初任教育中

≪プロフィール≫
平成 5 年生
東亜大学卒

 平成31年４月採用（救命士）
沖縄県消防学校初任教育中

≪プロフィール≫
平成８年生

公務員ビジネス専門学校卒
 平成31年４月採用（救命士）
沖縄県消防学校初任教育中

≪プロフィール≫
北中城村在住

平成31年４月入団
元那覇市消防団副分団長

（20年在籍）

≪プロフィール≫
平成８年生

コンピュータ教育学院卒
平成31年４月採用

沖縄県消防学校初任教育中

謝
ジャ

名
ナ

堂
ドウ

　毅
タカ

彦
ヒコ

根
ネ

路
ロ

銘
メ

　航
コウ

平
ヘイ

石
イシ

原
ハラ

　昌
ショウ

治
ジ

新
シン

城
ジョウ

　明
アキ

彦
ヒコ

玉
タマ

城
キ

　大
ダイ

地
チ

今
回
の
助
成
事
業
で
整
備
し
た
訓
練
用
人
形
、

ラ
イ
ト
二
十
五
個
、
リ
ア
カ
ー
、
拡
声
器
、

消
火
資
機
材
一
式
、
ホ
ー
ス
巻
取
機
。↓

 

宝
く
じ
の
助
成
で
地
域

  防
災
力
の
向
上
に
寄
与
！

消
火
活
動
へ
協
力
！

退
団
者
の
お
知
ら
せ
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令和元年度消防一般会計予算について
令和元年度の当消防組合一般会計予算は 536,404 千円と、前年度に比べ 33,252 千円の増額と

なっております。
歳入予算の内訳としては、分担金及び負担金が 511,829 千円（構成比：95.419%）、繰入金 5,952

千円（構成比：1.11％）、繰越金 3,000 千円（構成比 0.559％）、諸収入 13,260 千円（構成比
2.472％）となっております。

歳出額増の要因として、人員増員計画に基づき昨年度に比べ 3 名の増員があったことが主な要
因です。

歳入予算の増額についても上記同様、歳出額の歳出に伴う分担金及負担金の増や財政調整基金の
繰入、地方債の借入が主な要因です。

歳出 令和元年度
予算額Ａ

平成30年度
予算額Ｂ

増 減 額
C=A-B

増減率
C/B×100

構成比
A/歳出合計

議  会  費 950 950 0 0.0 0.177
総  務  費 67,211 68,945 △ 1,734 △ 2.5 12.530
消  防  費 426,498 391,436 35,062 9.0 79.511
公  債  費 38,445 38,445 0 0.0 7.167
予  備  費 3,300 3,376 △ 76 △ 2.3 0.615

歳　出　合　計 536,404 503,152 33,252 6.6 100.000

（単位：千円）

歳入 令和元年度
予算額A

平成30年度
予算額B

増減額
C=A-B

増減率
C/B×100

構成比
A/歳入合計

分担金及び負担金 511,829 489,735 22,094 4.5 95.419
使用料及び手数料 151 101 50 49.5 0.028

国庫支出金 1 1 0 0.0 0.000
県支出金 1 1 0 0.0 0.000

財 産 収 入 10 9 1 11.1 0.002
繰  入  金 5,952 952 5,000 525.2 1.110
繰  越  金 3,000 1,000 2,000 200.0 0.559
諸  収  入 13,260 11,352 1,908 16.8 2.472
地  方  債 2,200 1 2,199 219,900.0 0.410

歳 入 合 計 536,404 503,152 33,252 6.6 100.000
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令
和
元
年
六
月
十
三
日
、
沖
縄
市

海
邦
町
に
あ
る
中
城
湾
港
西
埠
頭
に

お
い
て
、
中
部
消
防
長
会
に
所
属
す

る
六
消
防
本
部
と
第
十
一
管
区
海
上

保
安
部
潜
水
救
助
隊
と
の
合
同
水
難

救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
北
消
防
か
ら
も
五
名
の
水
難
救

助
隊
員
が
参
加
し
、
近
年
、
複
雑
多

様
化
す
る
水
難
事
故
へ
対
応
す
べ
く
、

中
部
消
防
長
会
で
統
一
し
た
潜
水
検

索
要
領
の
習
得
に
重
点
を
置
き
、
近

隣
消
防
及
び
海
上
保
安
庁
と
の
連
携

の
強
化
を
図
る
た
め
、
海
上
誘
導
・

部
隊
連
携
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
七
日
、

春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
北
中

城
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て

模
擬
火
災
訓
練
を
含
め
た
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
火
災
対
応
と
な
る

通
報
訓
練
・
初
期
消
火
訓
練
、
さ
ら

に
施
設
利
用
者
の
負
傷
者
に
対
し
て

の
応
急
救
護
対
応
と
屋
外
へ
の
安
全

な
避
難
誘
導
・
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、

有
意
義
な
総
合
防
災
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
の
活
動
で
は
中

北
消
防
団
が
主
体
と
な
っ
て
消
防
団

車
両
で
出
動
し
、
地
域
住
民
と
の
共

助
体
制
が
取
れ
た
良
い
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

「
ザ
ッ
」
と
節
度
あ
る
動
き
で
気
を

付　
　
　

  　
　

　
令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
、
第

四
十
三
回
沖
縄
県
消
防
救
助
技
術
指

導
会
が
沖
縄
県
消
防
学
校
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
こ
の
救
助
技
術
指
導
会
で
は
消
防

職
員
の
日
頃
か
ら
絶
え
間
な
く
続
け

て
き
た
「
安
全
・
確
実
・
迅
速
」
性

を
念
頭
に
お
い
た
救
助
技
術
を
競
い

つ
つ
、
体
力
及
び
精
神
力
の
向
上
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
中
北
消
防
と
し
て
過
去
最

多
の
参
加
隊
員
で
大
会
に
臨
み
、
多

く
の
入
賞
者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
中
城
村
、
北
中
城
村
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
頼
も
し
い
消

防
隊
員
と
な
る
べ
く
日
々
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
Ｑ 

皆
さ
ん
に
質
問
で
す
。

　
「
１
１
９
通
報
」
か
ら
救
急
車
が　

あ
な
た
の
も
と
に
到
着
す
る
ま
で
に

何
分
く
ら
い
か
か
る
か
分
か
り
ま
す

か
？

　
実
は
、
全
国
平
均
で
「
約
九
分
」

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
倒
れ

た
人
を
目
の
前
に
待
つ
こ
の
時
間
は
、

と
て
も
長
く
感
じ
る
も
の
で
す
。

　
大
切
な
人
を
助
け
た
い
！
本
当
に

そ
う
望
む
と
き
、
あ
な
た
の
行
動
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

　
き
っ
と
あ
な
た
に
も
出
来
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
中
北
消
防
署
で
は
、

そ
の
気
持
ち
の
お
手
伝
い
も
し
て
い

ま
す
。

救
命
講
習
・
応
急
手
当
講
習
に
つ
い
て

は
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
♪

中
消
会
水
難
救
助
訓
練

北
中
城
村
社
協

模
擬
火
災
訓
練

救
命
講
習
・

応
急
手
当
講
習

第
四
十
三
回
沖
縄
県

消
防
救
助
技
術
指
導
会
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《 救急車の適正利用にご協力下さい 》
出典：消防庁ホームページ（https://www.fdma.go.jp/）

【 講習名・講習内容 】
○普通救命講習Ⅰ ( ３時間 )：成人に対する心肺蘇生法、AED 取扱い、異物除去など。　　　　
○普通救命講習Ⅲ ( ３時間 )：主に小児、乳児、新生児に対する心肺
　　　　　　　　　　　　　  蘇生法、ＡＥＤ取扱い、異物除去など。

【 開催日・定員 】
○毎月第２日曜日　０９：００～１２：００( 午前 )　定員 15 名

【 受講対象者 】
○基本的には管内に居住するか、職場を有する中学生以上の者。

突然のこんな症状の時に119番!!

バイスタンダーとは？
バイスタンダーとは救急現場に居合わせた人（発見者、同伴者等）のことを指します。現在、119 通報

から救急車の到着まで全国平均約９分となっており、救急件数の増加等により年々遅くなっているのが現状
です。そこで重要となるのがその場に居合わせたバイスタンダーの対応となり、傷病者（倒れた方など）の
救命、あるいは後遺症にも大きく関与します。では、バイスタンダーはどのようなことをすれば良いのか？
本消防本部では、必要な対応などを内容とした救命講習を実施しておりますのでぜひ受講してください。

※119通報した際には、通信員からの対応の助言もありますので通報を遅らせないことが重要となります。

※中城・北中城の両村が発行している、防災マップで事前に避難場所も確認しておきましょう！
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地震の心得

10ケ条
1 まず身の安全を！

ケガをしたら火の
始末や避難がおく
れてしまします。
家具の転倒や落下
時には充分な対策
を。

2 すばやく火の始末

揺れを感じたら
すばやく行動。火元
付近には燃えやす
いものを置かない
習慣を。

3 戸を開けて
出口の確保

震動でドアが開か
なくなることも。
戸を開けて避難口
の確保を。

7 協力し合って
応急救援

地域ぐるみで協力
し合って応急救援
の体制を。

6 狭い路地やブロック
塀には近付かない

ブロック塀や自動
販売機は転倒の
恐れが。すばやく
非難を。

5 あわてて外に
飛び出さない

飛び出しはケガの
もと。冷静な判断
を。

4 火が出たら
すぐ消火

万一出火しても天
井に燃え移る前な
ら大丈夫。あわて
ず消火を。

8 山崩れ、がけ崩れ、
津波に注意
住居地の自然環
境を把握して二次
災害防止の心掛け

を。

9 非難は徒歩で

マイカーでの非難
は危険なうえ緊急
出 勤 の 障 害 に。
ルールを守る心の
ゆとりを。

10 正しい情報を聞く

事実はひとつ。間
違った情報にまど
わされず的確な行
動を。

出典：香川県小豆郡土庄ホームページ
　　（http://www.town.tonosho.kagawa.jp）

地震・風水害に普段から備えておきましょう！！

地震や台風時は、通報件
数が増えるため消防力が間
に合わず、人的被害の大き
い事案や被害が拡大する可
能性が高い事案を優先する
ため、通報しても早期に出
場することができない場合
があります。日頃から自分
自身でできる備えを十分に
行い、災害による被害を最
小限にとどめられるよう、
心掛けましょう。

警戒レベル 避難行動等 避難情報等

警戒レベル５ 既に災害が発生しています！
命を守る行動を！！

災害発生情報
市町村発表

警戒レベル４
全員避難 全員避難しましょう！！ 避難勧告・避難指示(緊急)

市町村発表
警戒レベル３
高齢者等避難

高齢者等は避難しましょう！！
避難に時間のかかる方も避難！！

高齢者等避難開始
市町村発表

警戒レベル２ 避難行動を確認しましょう！ 洪水注意報・大雨注意報等
気象庁発表

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう！ 早期注意情報
気象庁発表

※中城・北中城の両村が発行している、防災マップで事前に避難場所も確認しておきましょう！

水害・土砂災害の防災情報が変わりました！

風水害への備え

屋根・雨どい
●不安定なアンテナは補強する。
●トタンがめくれていないか。
●瓦のひび・割れ・はがれがあれば直しておく。
●雨どいにたまったゴミや木の葉をとり除いて
　雨風の排水をよくする。

ベランダ
●植木鉢や物干しざおなど、
　落下や飛散の危険のあるものはかたづける。

窓
●窓枠のがたつきはないか。
●雨戸にがたつきはないか。
●窓枠の補強をする。

外壁
●モルタルの壁に亀裂はないか。

排水溝
●側溝のゴミや土砂をとり除き、
　雨水の排水をよくしておく。
●雨水ますの目皿を掃除しておく。

ブロック
●傾きやひび割れ、破損している個所はないか。
●できれば安全な生け垣などにする。

板堀
●板堀に腐りや浮きは
　ないか。
●板堀には支柱を立てる。

その他
●プロパンガスのボンベは額でしっかり固定する。
●商店などでは看板のぐらつきにも注意する。
●ごみ箱や植木鉢などは室内に入れるか、飛ばないように固定する。
●マンションなどでは窓ガラスにガムテープを貼る。 出典：大阪府泉南市ホームページ

　　（http://www.city.sennan.lg.jp）
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